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 Shewhart、Deming、Juran、Feigel/b&um、の所論である。そして、これら4者の比較を通じて、
 共通点と相違点を明らかにし、品質管理の特質を考察する。
 第3章では、ShewhartおよびDemingの品質管理論を考察する。Shew五δrtは、大量生産体制
 のもとでの経済的生産を目指し、品質を工程で作り込むために統計的手法を活用した。彼の'考案し
 た管理サイクルは、後にDemhlgに引き継がれ、PDCAからなるデミングサイクルが発明される
 こととなる。Demingは、統計的手法を製造段階のみならず、原材料段階、消費者調査段階といっ
 た生産過程の川一一ヒと川下へと拡大適用することにまらて》,消費者を生産過程に取り込んだ消費者指
 向の品質管理を強調した。その後、80年代になると{Demillgは.欧米式経営のもつ制度的特徴を
 品質管理の障害として捉え、その変革をトップマネジメントの品質管理責任として強調する。両者
 .に共通する品質管理上の特質には、統計的手法を用いて品質のバラツキを減少させることが意図さ
 れている。
 第4章では、顧客満足の視点から品質管理を捉えたFeigenbaumの理論を考察する。彼は、顧
 客満足をみたす製品を供給するために、組織職能間の水平的コラボレーションを強調した。すなわ
 ち、全体的最適化を目的とした品質管理システムの創造である。彼はまた、晶質コストの分析によ
 り、失敗コストを低減すべく予防コストの増加を指摘した。
 第5章では、Jur&nの品質管理論を考察する。彼は、品質の獲得が組織上の障害によって阻害
 されていると指摘し、それらの解決を経営者に委ねた。また、品質管理の遂行にあたっては、トッ
 プだけでなくボトムとの連動が指摘されており、労働者の日常的な参画が品質管理において重視さ
 れている。彼の議論には、技術的な側面が含まれるものの、管理技術の導入に反する組織的慣行の
 存在、すなわち、組織文化が品質獲得の障害要因として強調されていることに特色がある。
 以上の品質管理提唱者の理論的枠組みから.共通点を明らかにすると、顧客指向、品質の継続的
 改善、上級管理者のリーダーシップ、経済的生産、があり、特に顧客指向の軽視やトップリーダー
 シップの不足.経済的生産の強調による品質軽視は.今日の品質問題を考える際の分析視角として
 注目される。
 一方で、相違点としては、統計的手法の強調と組織的諸問題の解決、が品質管理を考えるにあたっ
 ての分岐となる。前者については、駈ewllart、Demingが該当し、後者はJura11・Feigenb&um
 が該当する。とりわけ、Jur鍛が指摘した組織文化に対する言及は、今日の品質管理の課題であ
 る、管理理念と管理手法との乖離を考えるにあたっての分析視角を提供するものと理解される。し
 かしながら、Juranが80年代に初めて強調したように、これらの管理論においては、ボトムにお
 ける品質管理活動(QCサークル)が欠落しているにもかかわらず、そうした考えは、我が国の80
 年代末までの品質管理活動にみられ、実際的に実務に取り入れられた。
 第6章、第7章、第8章では、現代における品質管理手法である、TQM、isO9000シリーズ、
 シックスシグマを考察する。第6章では、TQCとTQMの比較を通じて、理念目的と管理手法の
 相違を考察する。TQC活動が停滞し、TQMへと名称変更されると、品質管理を企業戦略の一つ
 ととらえ、トップリーダーシップのもと、トップダウンによって行われることが意図される。
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 に、外注企業と発注企業それぞれにおける品質管理の問題、ならびに現地調達・海外調達における
 問題に焦点をおく。後者は、製品リコールが発生した場合における企業のマネジメントに関するも
 のである。その際のマネジメントには、製品リコールの発生以前に十分な対応体制を作ること、リ
 コールが発生した場合には迅速かつ正確な対応が求められること、の事前的行動と事後的行動の2
 類型が考えられる。
 以上、品質管理の今日的課題を踏まえ、今日のグローバル化社会ならびに情報化社会にあっては、
 たとえ些細な不具合(情報)でも社会的に伝播する可能性がある。とすれば、従来の品質管理論者
 が強調したように、企業が品質管理を積極的に行うことによって、たとえ安価な製品であっても、
 高い品質が備わった製品が社会に対して供給され続けていくのであれば、長期的かつ社会的に顧客
 満足が得られることを示唆している。
 論文審査結果の要旨
 上記論文は、代表的な品質管理論の特質を析出することにより、今日の品質問題にたいするイン
 プリケーションを導出しようとしたものである。
 第1章では問題提起として今日の品質問題が事例的に取り上げられ、特にバブル経済崩壊後から
 顕著になったことが示される。第2章では品質管理手法のわが国への導入過程が考察され、第3～
 5章においてShewh&rt、Deming、Feigenbaum、Juranの所説の特質が析出される。すなわち、
 Shewartの管理サイクルの考え方を継承したDemillgは消費者志向の品質管理を強調して欧米式
 経営の問題点の是正をトップマネジメントに求め、Feigenbaumは顧客満足の視点から組織職能間
 のコラボレーションを説いて予防コストの必要性を提起し、Juranはトップとボトムを連動させ
 る組織文化の革新を強調したことが明らかにされる。第6～8章では、現代の管理手法である
 TQM、ISO9000シリーズ、シックスシグマを検討し、それらが必ずしも十分に機能していないと
 批判する。これらを踏まえて、第9章では、品質管理の今日的課題を論じる。一つは理念と手法の
 乖離をJuranの主張のように変革すること、一つは品質の経済性についてFeigellbaumの主張を
 採り入れることが論じられ、また低コスト志向の外注政策の在り方にも課題が残されることなどが
 指摘される。
 以上のように本論文は、これまで解明が十分でなかった代表的な品質管理論を比較論的に解明し、
 それらの含意を今日的問題に適用した意欲的な論考であり、経営学の発展に貢献する内容を有して
 いる。
 よって、本論文は、'博士(経営学)論文として「合格」と判定する。
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